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1. 教材に込めるメッセージ 

放射線と言えば，医療分野（がん治療やレント

ゲン検査）で活用されていることを知っていた。

同時に，放射線は有害であるという考えも持って

いた。しかし，大学で実施された放射線教育に関

する夏季集中講義を受講し，放射線量が多いと危

険であるのは事実だが，使い方次第では，放射線

は生活をより豊かにするために活用することが

できるという事実も学んだ。利益とリスクの両方

を学べる教材は，小学生の学習において重要な思

考活動を促進させる。小学校教諭を目指している

私達は，放射線をテーマとした小学生が楽しく学

びながら総合的・判断的思考ができる教材を開発

したいと考えるようになった。 

2. 教材の内容 

〇協同的な学びで活用する概念パズル 

概念パズルとは，図１のような3種類のパズル

のピースから構成される。イラストピースはイラ

ストが描かれている。しかしテーマピースと説明

ピースは，全て白紙の状態で配布するため，児童

が情報を書き込むことができる。この教材は，授

業で学習した後のまとめの時間に活用すること

を想定したものである。 

  
 

テーマピース イラストピース 説明ピース 

図１ 概念パズルのピース 

 テーマピースは，概念パズルを作成するための

テーマ（例えば，「農業」という文字）を記述し

たものである。そこに2方向に接続可能なイラス

トピースや，4方向に接続可能な説明ピースをは

めることができる。例えば，最初にイラストピー

スをはめ，グループで話合い，何故そのイラスト

をはめたのか考える。その根拠を説明ピースに書

き込み，パズルを完成させていく。なお，説明ピ

ースは上下左右に接続可能な状況になっている

ので，自由度が高く，別のイラストをはめて，パ

ズルを完成させることができる。その具体例を図

２に示す。 

 

図２ 完成した概念パズル 

【主体的な学び】 

4人1グループで概念パズルを完成させるため，

主体的な学びが確保される。 

【対話的な学び】 

グループ内でこれまでの学習を思い出しなが

ら，対話的な学びを行うことができる。 

【深い学び】 

完成したパズルを班ごとに発表し，学級全体で

交流することで深い学びを実現できる。 


